
シルクロードの起点、観光文明都市・西安

二
つ
の
世
界
文
化
遺
産
、古
代
中
国
の
面
影
を
残
す

観
光
交
流
で
日
本
と
の
友
好
深
化
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中国陜西省旅游局

東西文化交流の道
古代日本にも影響

　

ホ
テ
ル
も
充
実
　

（１０）第２８３０号 第３種郵便物認可 ２０１６年（平成２８年）１月３０日（土曜日）

　
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
起
点
、
中
国
・
陝
西
省
（
せ
ん
せ
い
し
ょ
う
）

西
安
市
。
砂
漠
の
中
の
地
方
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
が
、
そ
の

先
入
観
は
、
西
安
国
際
空
港
に
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
た
途
端
に
払
拭
さ

れ
た
。
人
口
約
８
０
０
万
人
。
実
際
は
多
く
の
歴
史
ロ
マ
ン
が
あ
ふ

れ
る
大
都
市
だ
っ
た
。か
つ
て
は
長
安
と
呼
ば
れ
た
古
都
・
西
安
は
、

秦
か
ら
唐
の
時
代
ま
で
、
政
治
の
中
枢
で
あ
り
続
け
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
文
明
都
市
西
安
の
名
所
、
文
化
遺
産
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

（
平
塚
眞
喜
雄
）

美しい鐘楼の夜景

　
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
出
発
点
、

西
安
市
に
お
越
し
い
た
だ
き
陝

西
省
旅
游
局
を
代
表
し
歓
迎
し

た
い
。

　
中
日
両
国
の
友
好
の
歴
史
は

長
く
古
く
、
約
１
２
０
０
年
以

上
前
の
唐
の
時
代
に
さ
か
の
ぼ

り
、
阿
倍
仲
麻
呂
や
空
海
に
始

ま
っ
た
。

　
１
９
８
８
年
に
は
竹
下
登
首

相
が
訪
中
の
時
に
西
安
市
を
訪

れ
講
演
し
た
。
そ
の
際
、
杜
甫

の
詩
「
国
破
れ
て
山
河
在
り
」

を
紹
介
し
、
平
和
の
尊
さ
を
訴

え
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

　
中
日
両
国
の
関
係
が
一
時
的

に
不
幸
な
時
期
も
あ
っ
た
が
、

昨
年
５
月
、
北
京
の
人
民
大
講

堂
で
の「
中
日
友
好
交
流
大
会
」

に
習
近
平
国
家
主
席
が
出
席
。

日
本
の
観
光
交
流
団
を
前
に
民

間
交
流
の
重
要
性
を
強
調
し
た

意
義
は
大
き
い
。

　
観
光
産
業
に
よ
る
相
互
交
流

は
経
済
発
展
に
と
ど
ま
ら
ず
、

両
国
の
友
好
の
深
化
に
向
け
て

大
き
な
力
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

ホテル客室

　
西
安
市
臨
潼
区
に
あ
る
西
安
臨

潼
悦
椿
温
泉
酒
店
の
客
室
で
あ

る
。
施
設
は
日
本
の
一
流
ホ
テ
ル

並
み
。
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
グ
ッ
ズ
も

充
実
し
て
い
る
。

　
西
安
市
は
観
光
業
が
発
達
し
、

宿
泊
施
設
も
非
常
に
充
実
し
て
い

る
。
ヒ
ル
ト
ン
や
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン

な
ど
の
外
資
系
の
ホ
テ
ル
が
進
出

し
て
お
り
、
利
用
者
の
要
望
に
応

じ
た
受
け
入
れ
が
可
能
だ
。

後ろの山が秦の始皇帝陵

高さ㍍の大雁塔

陝西省歴史博物館

唐大明宮遺跡公園

法門寺の仏舎利

世
界
文
化
遺
産
の
兵
馬
俑
坑
。
出
土
は
武
士
俑
だ
け
で
約
６
千
体
に
の
ぼ
る

西安碑林博物館

空海記念碑

城郭上から街並みを眺める

始皇帝の立像（兵馬俑坑博物館）

　
驚
異
的
な
経
済
成
長
か
ら
世
界

第
２
位
の
経
済
大
国
と
な
っ
た
中

国
。
一
方
、
世
界
遺
産
登
録
数
が

ア
ジ
ア
で
第
１
位
、
世
界
で
も
イ

タ
リ
ア
に
次
い
で
２
位
と
「
世
界

遺
産
大
国
」
で
も
あ
る
。
そ
の
内

訳
は
、
文
化
遺
産
が

カ
所
、
自

然
遺
産
が

カ
所
、
複
合
遺
産
が

４
カ
所
の
計

カ
所
と
他
の
国
を

圧
倒
す
る
。

　
西
安
の
世
界
遺
産
の
一
つ
が

「
秦
の
始
皇
帝
陵
と
兵
馬
俑
坑
」

で
、
１
９
８
７
年
に
世
界
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
。
歴
史
的
背
景

か
ら
知
名
度
が
高
く
、
ス
ケ
ー
ル

が
雄
大
な
始
皇
帝
陵
と
兵
馬
俑
坑

博
物
館
は
一
見
の
価
値
が
あ
る
。

現
在
、
日
本
の
東
京
国
立
博
物
館

（
台
東
区
上
野
）
の
平
成
館
で
特

別
展
が
２
月

日
ま
で
開
催
さ
れ

て
い
る
。

　
も
う
一
つ
は
、
西
安
（
長
安
）

と
ロ
ー
マ
と
の
間
の
主
要
貿
易
路

「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
・
長
安
・
天
山

回
廊
の
交
易
路
網
」
。
２
０
１
４

年
に
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
。
東
西
の
文
化
交
流
の
ほ
か
、

日
本
の
古
代
文
化
形
成
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
た
、
古
代
中
国
文

化
の
面
影
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
■
秦
の
始
皇
帝
陵
と
兵
馬
俑
坑

博
物
館

　
中
国
を
代
表
す
る
観
光
地
で
世

界
文
化
遺
産
。１
９
７
４
年
の
春
、

農
民
が
井
戸
を
掘
削
し
て
い
た
と

こ
ろ
偶
然
に
発
見
さ
れ
、
「

世

紀
の
考
古
学
に
お
け
る
最
大
の
発

見
」
と
い
わ
れ
る
。

　
秦
始
皇
帝
は
絶
大
な
る
権
力
を

誇
示
す
る
た
め
、
兵
や
馬
の
塑
像

（
そ
ぞ
う
）
を
焼
成
し
、
秦
始
皇

陵
を
守
ら
せ
た
と
い
わ
れ
る
。
博

物
館
の
総
面
積
は
１
万
４
２
６
３

平
方
㍍
。
出
土
さ
れ
た
武
士
俑
だ

け
で
も
約
６
千
体
。
そ
の
ほ
か
に

陶
俑
陶
馬
８
千
点
、
青
銅
器
４
万

点
余
り
が
発
見
さ
れ
た
。

　
■
大
雁
塔
と
三
蔵
法
師

　
古
都
西
安
の
シ
ン
ボ
ル
で
、
大

慈
恩
寺
内
に
位
置
す
る
大
雁
塔
は

７
層
、
高
さ

㍍
で
、
最
上
階
ま

で
階
段
で
登
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
唐
の
高
僧
玄
奘
（
６
０
２
～
６

６
４
年
）
が
イ
ン
ド
か
ら
仏
教
経

典
を
国
内
に
持
ち
帰
り
、
経
典
を

翻
訳
、
保
管
す
る
と
こ
ろ
で
、
現

在
も
中
国
の
仏
教
史
上
重
要
な
地

位
を
占
め
て
い
る
。

　
三
蔵
法
師
と
い
え
ば
玄
奘
・
三

蔵
の
こ
と
を
指
す
が
、
も
と
も
と

は
釈
迦
の
教
え
の
「
経
」
、
仏
教

者
の
守
る
べ
き
戒
律
の「
律
」、経

と
律
を
研
究
し
た「
論
」の
三
つ
を

究
め
た
僧
を
三
蔵
と
い
う
。
玄
奘

は
極
め
て
優
れ
て
い
た
た
め
、
三

蔵
法
師
と
い
え
ば
玄
奘
を
指
す
。

　
■
西
安
碑
林
博
物
館

　
正
面
の
建
物
の
額
に「
碑
林
」と

あ
り
、そ
の
真
中
に
大
き
な
四
角

柱
形
を
し
た
碑
が
配
置
さ
れ
る
。

唐
の
玄
宗
皇
帝
が
親
筆
し
た
も
の

で
あ
る
。そ
の
奥
に
は
凹
字
形
を

し
た
第
一
室
の
展
示
室
が
あ
り
、

石
の
壁
と
も
石
の
塀
と
も
形
容
で

き
る
膨
大
な
石
碑
は
圧
巻
だ
。
中

国
の
書
道
芸
術
の
「
宮
殿
」
で
あ

り
、
石
刻
芸
術
の
宝
庫
で
あ
る
。

　
孔
子
廟
旧
跡
が
博
物
館
の
重
要

な
構
成
部
分
で
あ
り
、
９
０
０
余

年
の
歴
史
が
あ
る
。
漢
（
紀
元
前

２
０
６
～
２
２
０
年
）
か
ら
清

（
１
６
１
６
～
１
９
１
１
年
）
ま

で
の
石
碑
約
３
０
０
余
点
。
そ
の

中
に
論
語
、
礼
記
、
易
経
な
ど
か

ら
な
る
十
三
経
の
約

万
文
字
が

収
蔵
、
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　
■
空
海
記
念
碑

　
空
海
は
遣
唐
使
と
し
て
８
０
４

年
か
ら
２
年
間
、
青
龍
寺
で
修
行

を
積
ん
だ
が
、
こ
の
寺
は
１
０
８

６
年
に
廃
れ
、
以
後
寺
院
は
存
在

し
な
い
。

　
空
海
の
諡
号
（
し
ご
う
）
は
弘

法
大
師
、
真
言
宗
の
開
祖
と
し
て

有
名
で
あ
る
。
記
念
碑
は
空
海
の

遺
徳
を
し
の
び
日
本
の
四
国
の
宗

徒
有
志
ら
の
浄
財
を
も
と
に
１
９

７
３
年
に
建
立
さ
れ
た
。
日
本
人

観
光
客
か
ら
特
に
人
気
が
高
い
。

　
■
西
安
古
城
壁

　
西
安
の
街
の
中
心
部
に
１
３
７

０
年
代
に
建
て
ら
れ
る
。
古
都
西

安
の
シ
ン
ボ
ル
で
、
安
定
門
は
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
の
起
点
と
な
っ
た
。

　
城
壁
の
１
周
は

・
７
４
㌔
、

高
さ
約

㍍
。
年
１
回
「
城
壁
マ

ラ
ソ
ン
大
会
」
が
行
わ
れ
る
。
城

壁
や
鐘
楼
・
鼓
楼
は
夜
に
は
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
街
は
幻
想
的
な

美
し
い
姿
へ
と
変
貌
す
る
。

　
■
陝
西
省
歴
史
博
物
館

　
１
９
８
３
年
か
ら
建
設
が
始
ま

り
、
１
９
９
１
年
に
オ
ー
プ
ン
し

た
。
建
築
は「
中
央
に
殿
堂
、四
隅

は
崇
楼
」の
唐
風
様
式
で
、
優
雅

で
重
厚
な
造
り
と
な
っ
て
い
る
。

　
陝
西
省
は
中
国
の
歴
史
上
最
も

輝
い
た
、
「
周
、
秦
、
唐
」
の
時

代
、

王
朝
が
か
つ
て
都
に
定
め

た
と
こ
ろ
。

　
館
内
に
は
秦
始
皇
帝
陵
か
ら
の

出
土
品
や
唐
三
彩
、
壁
画
が
展
示

さ
れ
て
い
る
。
内
容
的
に
も
規
模

的
に
も
中
国
国
内
屈
指
の
歴
史
博

物
館
で
あ
る
。

　
■
唐
大
明
宮
遺
跡
公
園

　
大
明
宮
は
唐
（
６
１
８
～
９
０

７
年
）
の
長
安
城
の
三
大
宮
殿
の

一
つ
で
、
唐
の
太
宗
に
６
３
４
年

に
建
立
さ
れ
た
。
２
０
０
余
年
に

わ
た
る
唐
王
朝
の
統
治
の
中
心
地

で
あ
っ
た
。
現
在
ま
で
よ
く
保
存

さ
れ
、
今
は
麟
徳
殿
、
含
元
殿
、

三
清
殿
な
ど
の
殿
堂
遺
跡
と
重
玄

門
、
玄
武
門
な
ど
の
宮
殿
遺
跡
が

残
っ
て
い
る
。

　
敷
地
面
積
は
広
大
で
、
約
３
・

５
㌔
平
方
㍍
に
達
し
、
世
界
的
に

有
名
な
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
中
央
公
園

と
ほ
ぼ
同
じ
広
さ
で
あ
る
。

　
■
法
門
寺

　
法
門
寺
は
西
安
市
か
ら
約
１
３

０
㌔
離
れ
た
扶
風
県
に
あ
り
、
後

漢
時
代
（

～
２
２
０
年
）
に
創

建
さ
れ
た
。
塔
が
経
年
劣
化
で
崩

れ
、
再
建
中
の
１
９
８
７
年
に
地

下
宮
殿
か
ら
仏
教
の
始
祖
と
さ
れ

る
釈
迦
牟
尼
の
仏
舎
利
が
発
見
さ

れ
た
。

　
法
門
寺
珍
宝
館
に
は
、
「
世
界

で
唯
一
本
物
と
認
め
ら
れ
る
指
仏

舎
利
」
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
仏
教
法
器
の
中
で
世
界
一
の

極
上
品
と
評
価
が
高
い
四
面
十
二

環
錫
杖
の
仏
具
を
は
じ
め
、
金
銀

製
品
、
絹
織
物
な
ど
が
展
示
さ
れ

て
い
る
。

　
ま
た
仏
舎
利
は
四
つ
あ
り
、
一

つ
が
本
物
で
あ
と
の
三
つ
は
複
製

さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。
盗

掘
、
盗
難
か
ら
守
る
た
め
と
い
う

が
、
四
つ
と
も
篤
く
崇
め
ら
れ
て

い
る
。
照
明
が
当
た
っ
て
い
る
わ

け
で
も
な
い
の
に
、
ど
の
角
度
か

ら
写
真
を
撮
っ
て
も
本
物
だ
け
が

輝
く
の
は
不
思
議
で
な
ら
な
い
。


